
1． 研究課題名

2． 対象患者

3． 対象となる期間 2012年　1月　　1日 ～ 2017年　　　9月　　30日

4． 実施診療科等

5． 研究責任者 氏名 外山佑一 所属 循環器腎臓内科学講座

6． 共同研究機関
（共同研究機関研究責任
者）

7． 研究の意義

8． 研究の目的

9． 研究の方法
（使用・提供する資料等お
よび外部に提供する場合
の方法等）

10． 個人情報の保護

11． 利益相反に関する状況

12． 連絡先

電話 　0172－39－5057　　　 FAX 　　　　0172－35－9190

データは匿名化（氏名等を削除し、この研究のための識別符号を付与）さ
れ、関係者以外アクセスできないパソコン中に保管・管理されます。また、
対応表に関しましても同様に別のパソコン中に保管・管理されます。拒否
の申し出がありました場合には対象者のデータをパソコンから削除致しま
す。ただし学会発表や論文投稿後の拒否の申し出に関しましては、 公表
済データの修正には応じられません。

循環器腎臓内科学講座　大学院生　外山佑一

本研究は患者様の背景(年齢、性別、内服薬、心房細動タイプ、期間、背
景疾患)および保険診療の範囲内で行われた検査結果(心エコー図検査
結果、採血検査結果)、治療の結果(心房細動再発の有無および再発まで
の期間、イベント(全死亡、心不全増悪による入院、大出血、虚血性脳卒
中)の有無およびイベント発生までの期間)をカルテから情報収集し、解析
を行います。解析結果は学会や論文で公表予定です。

　本研究の対象者に該当する可能性のある方で，情報を研究目的に利用されることを希望されない患者
さんもしくは患者さんの代理人の方は，下記の連絡先までお申し出ください。

弘前大学医学部附属病院で診療を受けられる皆様へ

心不全合併心房細動症例における肺静脈隔離術後の予後予測因子の
検討

以下の期間において、当院で初回肺静脈隔離術を受けられた方

　本院では，下記の研究を実施しておりますのでお知らせいたします。

循環器内科

心不全合併心房細動症例における肺静脈隔離術後の予後予測因子を調
べ、それらに対する介入を行うことで予後改善が期待できる可能性があり
ます。

心不全合併心房細動症例における肺静脈隔離術後の予後予測因子を明
確にすることです。

本研究には企業等は関与していないため、利害の衝突はありません。
循環器腎臓内科学講座、不整脈先進治療学講座の研究グループによっ
て公正に実施されます。

なし


